
巻頭言「一つのインターネットの実践のために」

　東西冷戦がベルリンの壁の崩壊(1989)で終結し、ソ連が消滅(1991)すると、世界中で自由な民主主
義を謳歌する「一つの世界」になるだろうとの期待が高まった。同時期にインターネットの国際化を推
進するInternet Societyが設立された。1992年に神戸で開催された国際会議INET Kobe 1992は歴史
に残る出来事である。当時の熱気の中には、世界中が「一つのインターネット」で接続されるという期
待感があった。
　その後の国際情勢は複雑である。冷戦が終結しても世界は一つにはならず、分断されている。イン
ターネットは自由でオープンな情報通信を実現するだろうと期待されたが、国家主権がネットワークを
厳しく規制している国があり、現状を一つのインターネットと表現するのは躊躇する。ここで冷静に回
顧するならば、1990年以前の米国のARPAnetおよびNSFNETにはAUP (Acceptable Use Policy)とい
う規制があり、商用で利用することが禁止されていた。さらに米国への海外からの接続は個別に審査を
受ける必要があった。つまりインターネットという技術に自由でオープンな情報通信が内包されている
わけではない。
　インターネットは汎用技術であり諸刃の刃である。言論の自由を謳歌するのに活用できる一方で、国
家による多岐にわたる統制を実現してしまう。技術サイドが受け身で使われるのを待つだけでなく、
我々も進んで考察するべきである。ハーバード大学のダニ・ロドリックは、私たちの世界で次の三つを
同時に達成することはできない、どれか二つを選択すると残りの一つは達成できないと主張している。
(1) グローバル化(国際経済統合)、(2) 国家主権(国家の自立)、(3) 民主主義(個人の自由)。これを世界経
済の不可避なトリレンマと呼ぶ。インターネットはグローバルであるが、情報を規制したい国家と個人
の自由を守りたい国民との間で対立が生じる場合がある。
　トリレンマからの脱出は難しそうである。ただし、考察の第一歩は現状を正しく認識することに
ある。
　アナログ時代には情報の収集が著しく困難であった。デジタル時代には国家が情報を規制している
としても、その国の政策を可視化しやすい。インターネットを自然科学の研究に活用することは当然
となった。今後は社会科学、さらに人文科学の研究に活用されて人類の進歩に貢献することを期待し
たい。

2020年1月
一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）

理事長　後藤 滋樹
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［インターネット白書ARCHIVES］ ご利用上の注意
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